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2021（令和 3）年度 佛教大学教員免許状更新講習 
  
夏期 開講案内 
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開講にあたって 

1.夏期講習につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮し、対面およびオンライン

での講習を実施いたします。 

講習により実施形態が異なりますので、下記の講習一覧表にてご確認いただき、お申込みくださ

い。※京都府総合教育センター会場でのオンライン講習は実施いたしません。 

 

2021（令和 3）年度教員免許状更新講習（夏期）一覧） 

 

会場：佛教大学 紫野キャンパス 

講習日 担当教員 領域 講習名 対面 ｵﾝﾗｲﾝ 

8 月 1 日（日） 

原 清治 選択 
指導力をみがく「就学前からどのようにして非

認知的能力を育むのか？」 
○ ○ 

赤沢 真世 選択 
指導力をみがく「豊かな小学校外国語活動・外

国語科の授業づくりをめざして」 
○ × 

8 月 7 日（土） 平田 豊誠 選択 
指導力をみがく「理科指導 自信度の向上を目

指して」 
○ × 

8 月 8 日（日） 

原 清治 選択必修 学校を巡る教育問題 ○ ○ 

八木 透 選択 
人間力をみがく「鬼と人間の関わりについて考

える」 
○ ○ 

8 月 9 日（月・祝） 古市 文章 選択 
指導力をみがく「教育の情報化、ICT 活用、小

学校プログラミング教育のポイント」 
○ × 

8 月 10 日（火） 髙橋 司 選択 指導力をみがく「児童文化と保育」 ○ × 

8 月 11 日（水） 

菅原 伸康 

原 清治 
必修 教育の最新事情 ○ ○ 

渡邉 照美 選択 
指導力をみがく「みんなを排除しない学校づく

り―心理学的視点から―」 
○ ○ 

8 月 21 日(土) 

牧 剛史 選択 
指導力をみがく「教育現場で生かせる心理臨床

の視点」 
○ ○ 

波多野 達二 選択 
指導力をみがく「子ども達が熱中する図画工作

の授業をめざして」 
○ × 
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会場：京都府総合教育センター 北部研修所（綾部市） 

講習日 担当教員 領域 講習名 対面 ｵﾝﾗｲﾝ 

9 月 4 日（土） 

青砥 弘幸 選択 人間力をみがく「教育とユーモア」 ○ × 

古市 文章 選択 
指導力をみがく「教育の情報化、ICT 活用、小

学校プログラミング教育のポイント」 
○ × 

9 月 5 日（日） 

原 清治 選択必修 教育相談（いじめ及び不登校への対応を含む。） ○ × 

髙橋 司 選択 
指導力をみがく「視聴覚教材としてのパネルシ

アター」 
○ × 

9 月 11 日（土） 
菅原 伸康 選択 

指導力をみがく「発達障がいの子どもの理解と

指導」 
○ × 

二澤 善紀 選択 指導力をみがく「算数・数学の教材研究」 ○ × 

9 月 12 日（日） 

八木 透 選択 
人間力をみがく「日本の家族の今昔―家族の多

様性とその変遷を中心に―」 
○ × 

山口 孝治 選択 
指導力をみがく「できる―わかる 体育授業の

創造をめざして」 
○ × 

9 月 19 日（日） 

菅原 伸康 

原 清治 
必修 教育の最新事情 ○ × 

高見 仁志 選択 

指導力をみがく「子どもも教師も楽しめる《音

楽遊び・音楽指導法のネタ》」  ─ 音楽活動

からみる保幼こ小連携 ─ 

○ × 

 

1. 対面講習の実施にあたっての留意事項 

新型コロナウイルス感染症の感染予防に向けての本学の取り組みについて 

受講者の安全確保のため、以下の取り組みを行ったうえで、対面での講習を開講いたします。 

ただし、今後の感染拡大状況により、本学への入構禁止となった場合など、急遽取りやめとなる場

合があります。 

① 当日の受講者は、以下のすべての要件を充たした方に限定させていただきます。 

・教員免許状更新講習システムにて、現住所・電話番号等の個人情報を登録し、事前の講習申込

を完了した（身元情報が把握できている）方。 

・開講日の朝から遡って 2週間前から、健康管理のため毎朝の検温（記録）している方。 

・開講日の朝に検温し、37.4℃以下であることを確認された方（受講当日講習会場前で検温を実

施いたします）。 

・開講日の朝から遡って 3日間の間に、発熱、咳、倦怠感等、体調不良の症状がない方。 

・渡航先に関わらず、海外から帰国してから 2 週間以上経過している方。 

・受講当日にマスクを着用している方（入構時に確認させていただきます）。 

・受講当日に咳エチケット、手洗い・手指の消毒を徹底できる方。 

・感染拡大防止の観点から、学内への入構者を限定するため、受講者本人の方のみの入構とさせ

ていただきます。 

※受講申込を完了された場合でも、上記に該当されない場合は、当日の受講をお断りいたします。 

② 学内への入退構は正門のみとし、講習会場前にて検温を行います。体温が 37.5℃以上ある方は、

当日の受講をお断りいたします。 

③ 社会的距離（ソーシャルディスタンス）が確保できるように座席指定を行います。そのため、

当初予定していました受講定員を講習会場の規模にあわせて、減じたうえで募集いたします。 
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④ 講習中、講習会場の扉と窓は、常時開けた状態とし、換気を徹底します。そのため、こまめな

水分補給、体温調整等は各自で行っていただきますようお願いいたします。 

以上、本学の教員免許状更新講習（対面での講習）を開講するにあたっての新型コロナウ

イルス感染症の感染予防に向けての取組の趣旨をご理解・ご了承いただける方のみ、お申

込みいただきますようお願いいたします。 

 

【オンライン講習の実施にあたっての留意事項】 

以下のすべての諸条件に該当される場合のみ対応させていただきます。 

①.オンラインでの受講対応可能な講習であること（対象講習は PP.1-2 の表にてご確認ください。） 

②.対面講習を撮影し、同時配信することとなります。通信等の環境により画像の乱れが生じるこ

ともございます。その点についてご理解・ご了承いただける方。 

③.ご自身にて安定したインターネット環境ならびに Zoom 接続環境を確保できる方。 

④.ご自身の PC・タブレット・スマホ等での映像・音声トラブルにつきましてご自身にて解消 

できる方。 

⑤.ご自身にて Google ドライブの所定の URL より講習当日の資料、試験用紙、受講者評価書をダウ

ンロードできる方。 

⑥.ご自身にてプリンタ環境を準備いただける方で、講習当日の資料、試験用紙、受講者評価書を

印刷できる方。 

⑦.当日実施いたします認定試験は、Zoom の画面前で受験していただける方。 

⑧.開講当日に解答された試験用紙ならびに受講者評価書を揃えて、指定期日までにご投函いただ

ける方（返送用封筒ならびに郵送費はご負担いただくことでお願いいたします）。 

 

 

 

2. 

 

受講申込者数による閉講について 

 

各講習は、受講者からの申込（予約）制としており、開講基準を 30 名以上とし、29 名以下

となった講習については閉講とさせていただきますので、予めご了承ください。 

なお、対面とオンラインの併用で開講する講習は、開講形態を問わず、受講者数の合計で 29

名以下を閉講とします。 
 

閉講の連絡については、以下のとおりとします。 

・本学に登録されたメールアドレスに配信。 

・教員免許状更新講習システムのトップページ「お知らせ」に掲載。 
 

※閉講となった講習を申込みされていた方への対応については別途メールにてお知らせ 

いたします。 
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3. 

 

不測の事態における講習の取り扱いについて 

 

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、今後の講習について、閉講や開講形態の変

更が生じることがあります。 

 

公共交通機関の運行状況、台風などの天候状況等により、対面講習を中止とさせていただく

場合があります。開講の可否の判断については、講習前日までには決定します。 
 

講習中止の連絡については、 

・本学に登録されたメールアドレスに配信。 

・教員免許状更新講習システムのトップページ「お知らせ」に掲載。 
 

※中止となった講習を申込みされていた方への対応については別途メールにてお知らせ 

いたします。 

 

 

受講にあたっての配慮について 
 

講習を受講するうえでの配慮（手話通訳、ノートテイクなど）を必要とされる方は、以下の期日 

までにお申し出ください。以下の期日までにお申し出がない場合は、対応しかねますのでご了承 

ください。 

≪お申し出期日≫  

受講希望種別 申し出期日 

春期① ※申し出不可 

春期② ※申し出不可 

夏期 ※申し出不可 

秋期 2021 年 6 月 30 日（水） 

冬期 2021 年 10 月 30 日（土） 

≪お申し出方法≫ 

メール： menkyo@bukkyo-u.ac.jp 

ＴＥＬ：（075）493-9006 

受付時間 9：00～17：00 ※土曜日は 9：00～13：00 

事務取扱休止日：毎週 木曜日・土曜日午後・日曜日 

≪お申し出事項≫1.受講者 ID 2.氏名 3.講習日 4.講習名 5.希望する配慮事項 
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申込みの流れ（受講申し込みマニュアルも併せてご確認ください。）        
 

 

１．利用者登録 
佛教大学のホームページから教員免許状更新講習システムに入り、利用申し込みはこちらより 

受講者登録をしてください。これまでに本学の受講者 ID を取得された方は、同じ ID を使用可能です。 

 

 

 

２．講習インターネット予約  ※インターネット予約だけでは、受付は完了しません。 

 

佛教大学 教員免許状更新講習システムよりお申込みください。 

＜申込期間＞【先着順】  ６月２６日（土）１０時 ～ ６月３０日（水）１７時 

 

 

３．「事前アンケート」の入力 
佛教大学 教員免許状更新講習システムよりご入力ください。講習ごとに入力が必要です。 

＜入力締切＞  ７月８日（木）１８時まで 

 

 
 

４．「受講申込書」の印刷（※学校長等の署名・公印が必要）・本学に送付 
佛教大学 教員免許状更新講習システムより「受講申込書」を印刷し、本学に送付。 

1 頁目〔受講者本人記入欄〕に、受講生の写真貼付・印鑑捺印 

2 頁目〔証明者記入様式〕に、学校長等の署名・公印の押印 

≪2 頁目〔証明者記入様式〕について≫ 

2021 年度１回目受講申込み時のみ提出してください。 

 2 回目以降は身分に変更がない限り提出を不要とします。 

＜送付締切＞【必着】 ７月８日（木） 

本学に「受講申込書」が到着後、内容に不備がない方へ「請求書」を郵送します。 

 

※インターネット予約だけでは、受付は完了しません。「受講申込書」を必ずご送付ください。 

 

 

 

５．受講料の納入 
 「請求書」に記載の銀行口座へ受講料をお振り込みください。 

 ＜入金締切＞  ７月２１日（水） 

 

 

 

６．受講決定 
「事前アンケートの入力」、「受講申込書の送付」、「受講料の納入」の確認後「受講決定」となり、 

受講者に通知メールが送信されます。 

※入金確認に時間がかかるため、即時反映されません。通知メールが届くまでお待ちください。 
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７．「受講票」を印刷 
「受講決定」後、ご自身で「受講票」を印刷し、講習当日に持参してください。 

※本学事務局にて、すべての確認が完了しなければ、システム上で「受講決定」と表示されず、 

「受講票」を印刷することはできません。 

「受講票」は、1講習ごとに 1枚必要です。 

 

 

 

８．講習を受講（講習内で「履修認定試験」を実施） 

 

 

 

９．成績評価・証明書について 
講習終了後、成績評価を行い、2 ヵ月以内に証明書を送付します。 

証明書には 2種類あり、取り扱いは以下のとおりです。 

「修了」証明書 1 つの期別(春期①、春期②、夏期、秋期、冬期のいずれか）で、30 時間を受講完了された

方に発行します。 

「履修」証明書 上記以外の場合は、「履修」証明書として送付します。 

        ※30 時間分の「履修」証明書をもって、更新等申請手続きを行ってください。 

 

 

 

 

１０．更新等申請手続きについて 
受講者自身が、免許管理者に更新等申請手続きを、修了確認期限（旧免許状）あるいは有効期間満了 

日（新免許状）の 2ヵ月前までに行うことが必要です。 

更新等申請手続きに係る詳細については、文部科学省のホームページもしくは都道府県教育委員会へ 

お問い合わせください。 
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※同じ開催日の講習については同時間帯での実施となるため、どちらか一方しか受講する
ことができません。 

 

＜講習会場＞ 佛教大学紫野キャンパス 
 

＜講習日程＞ 

領域 開講日 講習名 頁数 

必修 8 月 11 日（水） 教育の最新事情  9 

 

領域 開講日 講習名 頁数 

選択必修 8 月 8 日（日） 学校を巡る教育問題   9 

 

領域 開講日 講習名 頁数 

選択 

8 月 1 日（日） 

指導力をみがく「就学前からどのようにして非認知的能力を育むの

か？」 
10 

指導力をみがく「豊かな小学校外国語活動・外国語科の授業づくり

をめざして」 
11 

8 月 7 日（土） 指導力をみがく「理科指導 自信度の向上を目指して」 11 

8 月 8 日（日） 人間力をみがく「鬼と人間の関わりについて考える」 12 

8 月 9 日（月・祝）
指導力をみがく「教育の情報化、ICT 活用、小学校プログラミング

教育のポイント」 
12 

8 月 10 日（火） 指導力をみがく「児童文化と保育」 13 

8 月 11 日（水） 
指導力をみがく「みんなを排除しない学校づくり―心理学的視点か

ら―」 
13 

8 月 21 日（土） 

指導力をみがく「教育現場で生かせる心理臨床の視点」 14 

指導力をみがく「子ども達が熱中する図画工作の授業をめざして」 14 

 

＜時間割＞  

８：５５までに 

教室へ入室して 

ください 

１時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目 

９：００～１０：３０ １０：４０～１２：１０ １３：００～１４：３０ １４：４０～１６：１０ 

９０分 ９０分 ９０分 ９０分 

※昼休み（１２：１０ ～ １３：００ ／ ５０分） 

※講習内で「履修認定試験」を実施 

※オンライン講習も原則同様の時間割となります。 

講 習 一 覧 
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※同じ開催日の講習については同時間帯での実施となるため、どちらか一方しか受講する
ことができません。 

 

＜講習会場＞ 京都府総合教育センター北部研修所（綾部市） 

＜講習日程＞ 

領域 開講日 講習名 頁数 

必修 9 月 19 日（日） 教育の最新事情 9 

 

領域 開講日 講習名 頁数 

選択必修 9 月 5 日（日） 教育相談（いじめ及び不登校への対応を含む。） 10 

 

領域 開講日 講習名 頁数 

選択 

9 月 4 日（土） 

人間力をみがく「教育とユーモア」 15 

指導力をみがく「教育の情報化、ICT 活用、小学校プログラミング

教育のポイント」 
12 

9 月 5 日（日） 指導力をみがく「視聴覚教材としてのパネルシアター」 15 

9 月 11 日（土） 

指導力をみがく「発達障がいの子どもの理解と指導」 16 

指導力をみがく「算数・数学の教材研究」 16 

9 月 12 日（日） 

人間力をみがく「日本の家族の今昔―家族の多様性とその変遷を中

心に―」 
17 

指導力をみがく「できる―わかる 体育授業の創造をめざして」 17 

 9 月 19 日（日） 
指導力をみがく「子どもも教師も楽しめる《音楽遊び・音楽指導法

のネタ》」  ─ 音楽活動からみる保幼こ小連携 ─ 
18 

 

＜時間割＞  

９：４５までに 

教室へ入室して 

ください 

１時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目 

９：５０～１１：２０ １１：３０～１３：００ １３：５０～１５：２０ １５：３０～１７：００ 

９０分 ９０分 ９０分 ９０分 

※昼休み（１３：００ ～ １３：５０ ／ ５０分） 

※講習内で「履修認定試験」を実施 

 

 

講 習 一 覧 
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講 習 詳 細 

＜必修領域＞  紫野キャンパス 北部研修所 

講習名 

教育の最新事情 

午前 菅原 伸康 
午後 原  清治 

担当講師 

原 清治 

教育学部教授 

菅原 伸康 

関西学院大学教育学部教授 

開講日 
①8 月 11 日（水） 紫野キャンパス 

②9 月 19 日（日） 北部研修所 
募集定員 

紫野キャンパス 
250 名 

（対面 100 名、オンライン 150 名） 
北部研修所 

50 名 
（対面のみ） 

対象職種 ─ 講習時間 6 時間 

主な受講対象者 ─ 受講料 6,000 円 

講習内容 

「国の教育政策や世界の教育の動向」、「教員としての子ども観、教育観等についての

省察」、「子どもの発達に関する脳科学、心理学等における最新の知見」、「子どもの生活

の変化を踏まえた課題」の 4 つの事項を中心に講習を行い、学校現場で教育実践を行う

ために求められる教育政策や教育問題に関する最新の知識・情報の修得を目指すととも

に、特別支援などの今日的な教育課題についての理解も深める。 

 

 

＜選択必修領域＞  紫野キャンパス  

講習名 学校を巡る教育問題 担当講師 
原 清治 

教育学部教授 

開講日 8 月 8 日（日） 募集定員 250 名 
（対面 100 名、オンライン 150 名） 

対象職種 ─ 講習時間 6 時間 

主な受講対象者 特に制限なし 受講料 6,000 円 

講習内容 

学校を巡る状況の変化を、最新の中教審答申や学習指導要領の改訂の文脈に沿って解

説する。その際に、これまでの「ゆとり」を中心とした授業のあり方によって、児童・

生徒の「学力」がどのように変化したのかを分析の基軸に据えたい。そのうえで、学校

で起こる様々な問題への対処に、いかに組織的な対応が必要となるのかを論じる。その

際に、「チーム学校」をキーワードとした制度改革の視点についても言及する。 
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＜選択必修領域＞  北部研修所 

講習名 
教育相談 

（いじめ及び不登校への対応を含む。） 担当講師 
原 清治 

教育学部教授 

開講日 9 月 5 日（日） 募集定員 
50 名 

（対面のみ） 

対象職種 ─ 講習時間 6 時間 

主な受講対象者 特に制限なし 受講料 6,000 円 

講習内容 

いじめ防止対策法の策定以来、いじめや不登校の実態・背景がどのように変わりつつ

あるのか、また、ネットを介した「ネットいじめ」がどのような構造になっているのか

等を、最新のデータやその分析を踏まえながら講習し、もって教育相談に資するための

視点を提供する。 

 

＜選択領域＞  紫野キャンパス 

講習名 
指導力をみがく「就学前からどのよう

にして非認知的能力を育むのか？」 
担当講師 

原 清治 

教育学部教授 

開講日 8 月 1 日（日） 募集定員 

 

250 名 
（対面 100 名、オンライン 150 名） 

対象職種 教諭 講習時間 6 時間 

主な受講対象者 幼稚園教諭 受講料 6,000 円 

講習内容 

2017 年 3 月に幼稚園教育要領等が告示され、子どもたちの育てたい資質能力を明らか

にすることで、就学前教育から高等学校まで一貫した教育を行うことが目指されている

と言えるでしょう。とりわけ、就学前教育は 2019 年 10 月より幼児教育・保育の無償化

が始まり、ますます幼児教育の必要性が増していると言えます。 この背景にあるのは、

主として幼児教育で育まれる「非認知能力」がその後の子どもたちの将来を大きく左右

することが明らかになったことがあげられます。本講座は、現代の幼児教育で重要性が

増している非認知能力について、学術的側面を明らかにしながら、明日の保育に応用可

能な子どもとの関わり方について考えます。 
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＜選択領域＞  紫野キャンパス 

講習名 

指導力をみがく 
「豊かな小学校外国語活動 

・外国語科の授業づくりをめざして」 
担当講師 

赤沢 真世 

教育学部准教授 

開講日 8 月 1 日（日） 募集定員 
100 名 

（対面のみ） 

対象職種 教諭 講習時間 6 時間 

主な受講対象者 幼稚園・小学校教諭、中学校教諭（英語科） 受講料 6,000 円 

講習内容 

小学校外国語活動・外国語科の授業づくりにおける大切な視点を共有し、言語活動を

中心とした実際の指導上の留意点をワークショップ形式で学ぶ。また、教育方法学の視

点から、教科書・単元構成や評価（パフォーマンス評価）の議論・実践について紹介し、

具体的な指導上のポイントを知る。なお、幼少中連携の観点から、幼稚園教諭及び中学

校教諭（英語）も対象とする。 

 

＜選択領域＞  紫野キャンパス 

講習名 
指導力をみがく「理科指導 自信度の

向上を目指して」 
担当講師 

平田 豊誠 

教育学部准教授 

開講日 8 月 7 日（土） 募集定員 
45 名 

（対面のみ） 

対象職種 教諭 講習時間 6 時間 

主な受講対象者 小学校教諭 受講料 6,000 円 

講習内容 

本講座では，理科指導の自信度を向上させるため，自然の見方や考え方について，簡単なフ

ィールドワークや実技等を交えながら考えていきます。 

小学校教員における理科指導の自信度の低さが指摘されています。しかし教員として自然の

見方を少しでも身につけておくことで自信度の向上につなげることができます。自然の見方

は決して難しいものではありません。2017 年版学習指導要領の概要にもふれながら，フィ

ールドワークや観察・実験などを行い学んでいきます。講座の中で一緒に体験し，一緒に考

えていくことを通して自信度を向上させていきます。 

※ フィールドワークは大学近辺の住宅街でブラタモリ風に行う予定です（歩きやすい服

装・履き物，暑さ寒さ・紫外線対策等の準備をお願いします）。 
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＜選択領域＞  紫野キャンパス 

講習名 
人間力をみがく「鬼と人間の関わりに

ついて考える」 
担当講師 

八木 透 

歴史学部教授 

開講日 8 月 8 日（日） 募集定員 250 名 
（対面 100 名、オンライン 150 名） 

対象職種 教諭 講習時間 6 時間 

主な受講対象者 
幼稚園・小学校教諭、中学校・高等学校教諭

（全教科）、特別支援学校教諭 
受講料 6,000 円 

講習内容 

本講習では、近年日本中で大きな話題を呼んでいる「鬼」について考えます。日本人

にとって、鬼とはどのような存在なのでしょうか。少なくとも、鬼は悪の象徴です。ま

た反人間的であり、反社会的、反道徳的な存在でもあります。いうならば人間とは真逆

な存在だといえるでしょう。しかしそれだけで説明できてしまえるほど鬼は単純な存在

ではありません。鬼は人間の写し鏡だともいえます。現代の子どもたちのさまざまな言

動について考える際、鬼は格好の比較対象となるでしょう。鬼について考えることは、

人間を深く見つめることに繋がると思います。そのような視点を学校現場でぜひ活かし

ていただきたいと思います。 

＜選択領域＞  紫野キャンパス 北部研修所 

講習名 
指導力をみがく「教育の情報化、ICT 活用、

小学校プログラミング教育のポイント」 
担当講師 

古市 文章 

教育学部教授 

開講日 
①8 月 9 日（月・祝）紫野キャンパス

②9 月 4 日（土）北部研修所 
募集定員 

① 80 名 
② 30 名 
（対面のみ） 

対象職種 教諭 講習時間 6 時間 

主な受講対象者 幼稚園・小学校教諭 受講料 6,000 円 

講習内容 

新学習指導要領の実施で、小学校にもプログラミング教育が導入され、GIGA スクール

構想も本格稼働する年度です。著作物の教育利用に関する運用指針（令和 3 年度版）も

公開される等、教育の情報化は大きく変化しています。本講習では、「コンピューター

は苦手だな！」と、内心悩んでいらっしゃる先生方が自信を持って教壇に立てるような

講義と実習で組み立てました。論理的な思考を育む教育は、幼児期から行うことも大切

ですので、幼稚園の先生方にも役立つ内容で構成しています。 

情報教育に関して、グローバルな視点、国の動向、新学習指導要領の目指すものを理

解して、情報教育に関する先生方の不安感を一掃します。 
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＜選択領域＞  紫野キャンパス 

講習名 指導力をみがく「児童文化と保育」 担当講師 
髙橋 司 

佛教大学名誉教授 

開講日 8 月 10 日（火） 募集定員 
50 名 

（対面のみ） 

対象職種 教諭 講習時間 6 時間 

主な受講対象者 幼稚園教諭 受講料 6,000 円 

講習内容 

子どもを取り巻く環境の変化が叫ばれて久しい。このような時期のこれからの子ども

と社会を考えるためには、未来を創り出す児童文化の問題を広く考え直すことが必要と

なってくる。そこで児童文化についての今日的な意義と課題を探り、現代社会との関連

で捉えた児童文化について様々な角度より検討していく。特にパネルシアターについて

は保育者としての感性と創造性を養うため、具体的に提示し精察する。 

 
 

＜選択領域＞  紫野キャンパス 

講習名 
指導力をみがく「みんなを排除しない

学校づくり―心理学的視点から―」 
担当講師 

渡邉 照美 

教育学部准教授 

開講日 8 月 11 日（水） 募集定員  200 名 
（対面 100 名、オンライン 100 名） 

対象職種 教諭 講習時間 6 時間 

主な受講対象者 
幼稚園・小学校教諭、中学校・高等学校教諭

（全教科）、特別支援学校教諭 
受講料 6,000 円 

講習内容 

子どもと関わる際、目の前にいる子どもだけを見るのではなく、子どもの背景（家族、

地域等）を見ることは、子どもを理解する上で重要な視点です。また、子どもの発する

言葉の一つひとつ、振る舞いの一つひとつの意味を理解することも重要です。子どもた

ちから発せられるそれらは、発達心理学的にみると、どのような解釈になるのかという

ことを皆さんと共に考えたいと思います。キーワードは「子ども理解・人間理解」「教

育相談の現状と課題」「居場所作り」です。 
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＜選択領域＞  紫野キャンパス 

講習名 
指導力をみがく 
「教育現場で生かせる心理臨床の視点 担当講師 

牧 剛史 

教育学部准教授 

開講日 8 月 21 日（土） 募集定員 120 名 
（対面 100 名、オンライン 20 名） 

対象職種 教諭、養護教諭、栄養教諭 講習時間 6 時間 

主な受講対象者 

幼稚園・小学校教諭、中学校・高等学校教諭

（全教科）、特別支援学校教諭・養護教諭・

栄養教諭 

受講料 6,000 円 

講習内容 

心理臨床の視点は教育の視点とは異なります。しかし、だからこそ心理臨床の視点を

取り入れることで教育現場は活性化するのではないでしょうか。具体的には、支援が必

要な児童生徒、保護者に対してどのように関わることができるのか、その時のポイント

は何か、担当講師のスクールカウンセリング経験を元に講義を行います。 

 
 

＜選択領域＞  紫野キャンパス 

講習名 
指導力をみがく「子ども達が熱中する

図画工作の授業をめざして」  
担当講師 

波多野 達二 

教育学部准教授 

開講日 8 月 21 日（土） 募集定員 
90 名 

（対面のみ） 

対象職種 教諭 講習時間 6 時間 

主な受講対象者 小学校教諭 受講料 6,000 円 

講習内容 

平成 29 年告示小学校学習指導要領 図画工作に示されている教科の目標や評価の在

り方についての理解を深める。また、鑑賞ア 鑑賞する活動（対話型鑑賞・アートゲー

ム型鑑賞）、表現ア 造形遊びをする活動などを実際に行うことにより、「子ども達が熱

中する図画工作の授業」に向けての指導力をみがく。 
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＜選択領域＞  北部研修所 

講習名 人間力をみがく「教育とユーモア」 担当講師 
青砥 弘幸 

教育学部准教授 

開講日 9 月 4 日（土） 募集定員 
50 名 

（対面のみ） 

対象職種 教諭 講習時間 6 時間 

主な受講対象者 幼稚園・小学校教諭、特別支援教諭 受講料 6,000 円 

講習内容 

本講習では「ユーモア」という視点から日々の実践を振り返るとともに、よりよい実

践のあり方について考える。まず、教室という場における「ユーモア」や「笑い」の意

味や機能、可能性や危険性についての理解、あるいは現代の子どもたちの「ユーモア」

や「笑い」についての理解などを深める。そして、それらを視点としつつ、「ユーモア」

や「笑い」という視点から、教育実践の改善について全体で考えていく。講習当日は、

自身の教職経験の中から「子どもたちが笑顔になるとっておきのネタ」を 1 つ以上見つ

けてきていただき、受講生の方々それぞれに説明・実演（5～10 分程度）していただく

予定です。 

 

＜選択領域＞ 北部研修所 

講習名 
指導力をみがく「視聴覚教材としてのパ

ネルシアター」 
担当講師 

髙橋 司 

佛教大学名誉教授 

開講日 9 月 5 日（日） 募集定員 
 30 名 

（対面のみ） 

対象職種 教諭 講習時間 6 時間 

主な受講対象者 幼稚園教諭 受講料 6,000 円 

講習内容 

改訂『幼稚園教育要領』が実施された。新たに領域「環境」で、伝統的な行事や歌、

あそび、異なる文化に触れること、「言葉」で、言葉の響き、リズム、新しい言葉、こ

とば遊びの楽しさなどを通して言葉を豊かにすること、「表現」で、自然の中の形、色、

音などを幼児に気づかせることなどが「内容の取り扱い」に追記された。『教育要領』

を読み解きながら、視聴覚教材としてのパネルシアターを保育に活かすための方途を実

演を通して考察する。更に実際に創作するところまで発展させたい。（持ち物:P ﾍﾟｰﾊﾟｰ

〈厚手）.ﾊﾟﾈﾙ布.油性黒ﾏｼﾞｯｸ.ﾊｻﾐ.木工用ﾎﾞﾝﾄﾞ.糸と針.1作品 P ﾍﾟｰﾊﾟｰ 7.8 枚必要.P ﾍﾟ

ｰﾊﾟｰが手に入らない方は画用紙持参で受講可） 
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＜選択領域＞ 北部研修所 

講習名 
指導力をみがく 
「発達障がいの子どもの理解と指導」 

担当講師 
菅原 伸康 

関西学院大学教育学部教授 

開講日 9 月 11 日（土） 募集定員 
50 名 

（対面のみ） 

対象職種 教諭 講習時間 6 時間 

主な受講対象者 
幼稚園・小学校教諭、中学校・高等学校教諭 

（全教科）、特別支援学校教諭 
受講料 6,000 円 

講習内容 

特別支援教育の今日的課題について、特に、発達障がいの子どもの指導・支援を中心

に、学校現場で教育実践を行うために求められる支援・指導の在り方や授業の考え方に

関する最新の知識・情報の修得を目指す。 

また、障害者差別解消法やインクルーシブ教育システムなどの教育政策についても理

解を深める。（当日持参物：軍手 1 組） 

 

＜選択領域＞ 北部研修所 

講習名 指導力をみがく「算数・数学の教材研究」 担当講師 
二澤 善紀 

教育学部教授 

開講日 9 月 11 日（土） 募集定員 
30 名 

（対面のみ） 

対象職種 教諭 講習時間 6 時間 

主な受講対象者 小学校教諭、中学校・高等学校教諭（数学科） 受講料 6,000 円 

講習内容 

本講座では，数学的に考える資質・能力の育成について考えます。参加される先生方

のこれまでの経験やノウハウを共有しながら，算数・数学教育のあり方について検討し

ます。 

算数・数学教育は児童生徒の認知・認識を重視して行われます。そこで，理論だけで

なく実際に教材研究等を通して授業作りの方法について考察する予定です。 
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＜選択領域＞ 北部研修所 

講習名 
人間力をみがく「日本の家族の今昔―家

族の多様性とその変遷を中心に―」 
担当講師 

八木 透 

歴史学部教授 

開講日 9 月 12 日（日） 募集定員 
50 名 

(対面のみ) 

対象職種 教諭 講習時間 6 時間 

主な受講対象者 
幼稚園・小学校教諭、中学校・高等学校教諭 

（全教科）、特別支援学校教諭 
受講料 6,000 円 

講習内容 

家族の崩壊が叫ばれる今日であるが、本当に日本の家族は崩壊しつつあるのだろう

か。現在の学校現場では、子どもたちの生活の基盤たる家庭・家族の現状を正確に把握

することは、きわめて重要な課題であることは周知のことである。それを考えるために

は、きわめて多様なかたちを持つ日本家族の実態とその歴史的変遷について考えなくて

はならない。明治以前から今日に至る日本各地の家族の姿について、多角的な視座から

考えてみたい。 

 

＜選択領域＞ 北部研修所 

講習名 
指導力をみがく「できる―わかる 体育

授業の創造をめざして」 
担当講師 

山口 孝治 

教育学部教授 

開講日 9 月 12 日（日） 募集定員 
30 名 

（対面のみ） 

対象職種 教諭 講習時間 6 時間 

主な受講対象者 小学校教諭 受講料 6,000 円 

講習内容 

本講座では，これまでの体育授業における教師の実践的知識・思考研究より明らかに

なってきた知見について解説します。具体的には，児童からの授業評価の高い教師や熟

練教師に認められた，体育授業場面における児童のつまずきや対処法についての知識や

思考の実態です。これにより，「できる―わかる」体育授業の基盤となる教師の知識や

思考のあり方について検討していきたいと思います。小学校での実践例（研究例）が中

心になります。 
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＜選択領域＞ 北部研修所 

講習名 

指導力をみがく 
「子どもも教師も楽しめる 
《音楽遊び・音楽指導法のネタ》」－音楽活動

からみる保幼こ小連携－ 

担当講師 
高見 仁志 

教育学部教授 

開講日 9 月 19 日（日） 募集定員 
30 名 

（対面のみ） 

対象職種 教諭 講習時間 6 時間 

主な受講対象者 幼稚園・小学校教諭 受講料 6,000 円 

講習内容 

「大切だと分かってはいるけど，『音楽科授業づくり』『音楽の保育づくり』にまで手

が回らない」とおっしゃるお忙しい先生，「音楽はどうも苦手で・・・」とおっしゃる

音楽経験の少ない先生，「学生時代あまり音楽科授業や音楽の保育を見てないのでイメ

ージがわかない・・・」とおっしゃる若い先生。このような方々向きの，「少しの工夫

で音楽活動が楽しくなる！誰にでもできるヒント集！」といったコンセプトの講習で

す。子どもになって楽しみながら，受講してみて下さい。 

コロナ禍の音楽活動についてもヒントがあります。 

※当日は、すず、トライアングル、カスタネット、リコーダー、新聞紙 1枚を持って

きてください。 
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お問い合わせ先 

〒603-8301 

京都市北区紫野北花ノ坊町 96 

佛教大学 教員免許状更新講習係 

E-mail : menkyo@bukkyo-u.ac.jp 

Tel : 075-493-9006 

受付時間 9：00～17：00 ※土曜日 9：00～13：00 

事務取扱休止日 毎週 木曜日・土曜日午後・日曜日 


